
学
校
の
七
不
思
議

皆
さ
ん
は
「
学
校
の
七
不
思

議
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
ど
こ
の

学
校
に
も
謎
や
奇
異
な
現
象
が

あ
る
と
い
う
。
倉
吉
東
高
に
は

七
不
思
議
は
な
い
の
だ
ろ
う
か

と
、
ふ
と
北
の
空
を
見
上
げ
た
。

す
る
と
管
理
棟
上
に
何
や
ら
ド
ー

ム
状
の
よ
う
な
も
の
を
見
つ
け

た
。
あ
の
ド
ー
ム
は
一
体
何
な

の
か
。
あ
の
開
か
ず
の
間
に
は

何
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
…
。
そ
こ
で
「
倉
吉
東
高
の

七
不
思
議
第
１
弾
」
と
し
て
新

聞
部
が
管
理
棟
屋
上
の
ド
ー
ム

の
調
査
を
行
っ
た
。

サ
ビ
つ
い
た
歯
車
と
格
闘

鍵
を
開
け
中
に
入
っ
て
み
る

と
ド
ー
ム
の
真
ん
中
に
天
体
望

遠
鏡
を
設
置
す
る
支
柱
だ
け
が

立
っ
て
い
た
。
壁
に
は
星
座
や

太
陽
な
ど
の
写
真
が
貼
っ
て
あ
っ

た
。
ど
う
や
ら
こ
こ
は
天
文
ド
ー

ム
の
よ
う
だ
。
ド
ー
ム
は
開
閉

可
能
な
構
造
だ
。
十
数
年
ぶ
り

に
歯
車
を
回
し
、
展
開
し
て
み

る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
歯

車
の
サ
ビ
と
扉
の
変
形
に
よ
り

上
手
く
回
ら
な
い
。
力
づ
く
で

開
い
た
先
に
は
青
く
澄
ん
だ
青

空
が
広
が
っ
て
い
た
。
遠
く
に

は
打
吹
山
も
見
え
た
。
夜
空
を

観
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

ド
ー
ム
か
ら
観
る
星
は
昼
間
と

違
っ
て
幻
想
的
だ
っ
た
こ
と
だ

ろ
う
。
ド
ー
ム
の
開
閉
作
業
に

は
１
時
間
以
上
か
か
っ
た
。
一

時
は
自
力
で
閉
め
る
の
を
諦
め
、

竹
中
先
生
は
転
勤
を
覚
悟
さ
れ

た
。
事
務
室
の
先
生
か
ら
は

「
も
う
開
け
な
い
よ
う
に
」
と

釘
を
刺
さ
れ
た
。
二
度
と
あ
の

扉
を
開
け
て
は
な
ら
な
い
。

物
理
科
学
部
の
基
地
だ
っ
た

東
高
OB
の
牧
野
先
生
に
ド
ー

ム
に
つ
い
て
伺
っ
て
み
る
と
、

昔
は
「
物
理
科
学
部
」
の
基
地

だ
っ
た
そ
う
だ
。
「
松
柏
」
を

調
べ
た
と
こ
ろ
第
１
号
の
部
活

紹
介
に
小
さ
く
「
物
理
科
学
部
」

と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
物
理
科

学
部
と
は
、
化
学
・
物
理
・
天

文
の
３
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、

そ
の
中
で
も
主
に
天
文
班
が
あ

の
ド
ー
ム
で
天
体
の
観
察
を
し

て
い
た
。
基
本
的
に
は
月
１
回

の
活
動
で
夏
に
は
合
宿
も
行
わ

れ
て
い
た
。
部
員
数
は
多
い
年

に
は
20
名
を
超
え
て
い
た
。
そ

ん
な
部
活
も
平
成
13
年
の
34
号

を
最
後
に
「
松
柏
」
か
ら
姿
を

消
す
。
管
理
棟
の
ド
ー
ム
は
日

向
ぼ
っ
こ
を
し
な
が
ら
今
日
も

私
た
ち
を
見
守
っ
て
い
る
…
。

新
企
画
、
お
店
探
訪
第
１
回

は
学
生
に
人
気
の
倉
吉
八
屋

「
ぱ
ら
た
こ
」
を
訪
問
し
た
。

た
こ
焼
き
12
種
類
、
お
好
み
焼

き
10
種
類
と
豊
富
な
品
揃
え
。

お
好
み
焼
き
は
百
円
か
ら
買
う

こ
と
が
出
来
る
。
夏
の
看
板
メ

ニ
ュ
ー
は
た
こ
焼
き
に
か
き
氷

が
の
っ
た
「
冷
た
っ
氷
」
。
営

業
時
間
は
正
午
か
ら
夜
９
時
ま

で
。
夜
遅
く
ま
で
部
活
に
頑
張
っ

て
い
る
高
校
生
の
た
め
に
営
業

時
間
を
２
時
間
延
長
さ
れ
た
。

店
主
の
田
中
美
帆
さ
ん
は
「
儲

け
は
あ
ま
り
考
え
て
い
な
い
。

楽
し
い
か
ら
や
っ
て
い
る
」
と

語
ら
れ
た
。
ち
な
み
に
「
パ
ー

ラ
ー
」
と
は
「
人
が
集
ま
る
場

所
」
。
三
百
円
で
一
つ
た
ま
る

ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
も
あ
り
、
30

個
た
ま
る
と
五
百
円
分
の
商
品

券
と
し
て
使
え
る
。

(

倉
吉
市
八
屋
１
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今回は、団長として応援団を引っ

張っている、山本典尚さんにお話を

伺った。

山本さんはサッカー部に所属し、

部長を務めているため、リーダーと

いう立場は初めてではなかった。し

かし、面識のない多くの団員をまと

め上げることには苦労した点が多かっ

た。応援団長としての指導を通じて、

今まで出来なかった、組織的な指示

や先導が出来るようになった。

応援団になって、野球応援で倉吉東高が点を取ったり、勝利

したときに１番やりがいを感じた。団長になってからは慣れな

い口調を変えることに苦労した。春休み練習では、２年生が去

年より声が出ておらず、本望ではないが、大きな声を出すよう

に厳しく指導した。応援歌練習では、練習後に全員が「達成感」

を感じられるように、全力指導を心掛けたという。校歌の前の

「天下に冠たる、倉吉ぃ～、東ぃ～…」は、最初は照れ臭かっ

たが、意外と好評であり、ホッとしたそうだ。嬉しかったこと

は、応援歌練習最終日の練習後、１年生の何人かに「ありがと

うございました」と言われたことだという。応援団長をやって

いてよかったと思った。

ここで山本さんのプロフィールを紹介しよう。好きな食べ物

は、セロリ以外の全ての野菜と、こんにゃくゼリー。とても健

康的な人だ。また、学祭では「倉東事変」というバンドでベー

スを務める。是非行ってみよう。将来の夢はまだはっきりとは

決まっていないが、教師になりたいと考えている。

今年の野球応援は「野球部員のモチベーションが上がり、甲

子園に出場してもらえるように、全力でサポートしたい」

と熱く意気込みを語った。

山本 典尚さん (3ー３)
や まもと の りひさ

話題の人

第1８回

本格派応援団長

▲ 教室棟 ３階か ら見たド ーム

▲ 団長の山本典尚さん

▲ ぱらたこ店長・田中美帆さん

▲ 4～5個で200～250円

みんなで応援に行こう！

県総体会場・日程一覧
・ソフト男 淀江スポーツ広場（5/31 ２回戦:松蔭vs米東の勝者）

・ソフト女 米南高校ソフトボール場（5/31 １回戦:vs岩美）

・バレー男 米子東高校体育館（5/31 １回戦: vs 米西）

・バレー女 米子西高校体育館（5/31 １回戦: vs 境港総合)

・ソフトテニス 倉吉市営テニス場（5/31～6/2）

・ハンドボール 境港市民体育館（5/31～6/2）

・バドミントン 米子市民体育館（5/31～6/2）

・アーチェリー 東郷運動公園多目的広場（5/31、6/1）

・陸上競技 布勢陸上競技場（5/31～6/2）

・バスケ男 鳥取東高校体育館（6/1２回戦:米西vs育英の勝者）

・バスケ女 鳥取西高校体育館（5/31 １回戦: vs 鳥西）

・サッカー 布勢多目的運動場（5/31: vs倉北）

・テニス 布勢庭球場（5/31～6/2）

・卓 球 倉吉体育文化会館（5/31～6/2）

・柔 道 倉吉市営武道館（5/31、6/1）

・剣 道 倉吉東高校体育館（5/31、6/1）

・空手道 鳥取県武道館（5/31）

・競 泳 どらドラパーク東山水泳場（6/23、24）

東
高
七
不
思
議
の
旅

第１弾

新
企
画
☆
お
店
探
訪

▲ ドーム内部には望遠鏡の支柱のみ

▲扉の間から見た「最後の」風景

ぱ
ら
た
こ

（
旧
パ
ー
ラ
ー
た
こ
や
き
や
!!
）


